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『
昭
和
六
年
木
脇
藤
次
郎
日
記
』（
仮
題
、
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
の
翻
刻

の
最
終
回
と
な
る
今
回
は
、
九
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
の
百
二
十
二
日
分
を

翻
刻
し
て
紹
介
す
る
。

こ
の
四
か
月
間
は
、
以
前
に
比
べ
日
記
の
記
載
の
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
に

気
づ
く
。そ
の
原
因
は
藤
次
郎
の
体
調
が
芳
し
く
な
か
っ
た
た
め
で
、藤
次
郎
は
度
々

中
江
佐
八
郎
（
玉
里
島
津
家
典
医
）
の
診
察
を
受
け
薬
を
も
ら
っ
て
い
る
。

藤
次
郎
は
、
折
か
ら
の
好
天
を
受
け
、
九
月
一
日
か
ら
「
玉
里
邸
書
籍
風
入
」
を

始
め
る
。
例
年
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
、「
風
入
」
の
手
順
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
記

述
は
な
い
。
藤
次
郎
は
週
に
四
〜
五
日
の
割
合
で
玉
里
邸
に
参
邸
し
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
十
月
二
十
七
日
に
、
突
然
蔵
か
ら
出
し
て
い
た
書
籍
を
蔵
に
戻
し
、
風
入
れ

を
中
止
す
る
。
理
由
は
、
島
津
忠
承
公
爵
が
天
皇
の
熊
本
に
お
け
る
陸
軍
特
別
大
演

習
視
察
に
伴
っ
て
来
鹿
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

静
養
中
の
十
一
月
十
四
日
、
玉
里
邸
か
ら
の
使
者
が
あ
り
、「
書
き
物
等
あ
る
為

め
出
来
る
な
ら
参
邸
之
上
用
を
便
じ
呉
度
」
と
の
依
頼
を
受
け
る
が
、
体
調
不
良
を

訴
え
て
辞
退
、
代
理
の
推
薦
を
求
め
ら
れ
て
「
小
松
文
雄
君
」
か
「
濱
田
東
一
氏
」

を
薦
め
て
い
る
。
小
松
は
能
書
家
・
画
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
人
物
（
画
号
、
甲

川
）
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
蔵
書
の
整
理
・
管
理
以
外
で
藤
次
郎
が
玉
里
邸
で
果
た
し

て
い
た
役
割
が
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
玉
里
家
の
文
書
の
作
成
（
清
書
）
が
そ
の

業
務
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

十
一
月
二
十
三
日
、
忠
承
夫
妻
が
鹿
児
島
を
離
れ
た
あ
と
、
書
籍
整
理
は
再
開
さ

れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、具
体
的
な
記
載
は
な
い
。十
二
月
二
十
一
日
、書
籍
の
整
理（
蔵

書
の
確
認
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
）
が
終
了
、
藤
次
郎
は
謝
金
と
し
て
五
十
円
を
受

け
取
っ
て
い
る
。鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
蔵
の『
御
蔵
書
目
録
』（
写
本
）を
見
る
と
、

書
名
の
周
囲
に
「
昭
四
」「
昭
六
」
と
い
っ
た
確
認
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
藤
次
郎
の
行
っ
て
い
た
作
業
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

現
代
と
同
じ
く
秋
に
は
図
書
館
や
学
校
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
（
展
覧
会
や
運
動

会
）
が
企
画
さ
れ
た
。
日
記
に
は
藤
次
郎
が
関
わ
っ
た
も
の
の
い
く
つ
か
が
書
き
と

め
ら
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
藤
次
郎
の
盟
友
川
村
俊
秀
の
息
子
で
、
本
日
記
に
も

し
ば
し
ば
登
場
す
る
川
村
純
二
（
後
、
鹿
児
島
県
教
育
長
を
務
め
る
）
が
勤
務
先
の

清
水
小
学
校
で
関
わ
っ
た
「
郷
土
教
育
資
料
展
覧
会
」
に
関
す
る
も
の
。
十
月
十
三

日
に
川
村
か
ら
出
品
の
件
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
た
藤
次
郎
は
助
言
を
行
う
と
と
も

に
、十
七
日
実
際
に
見
学
に
訪
れ
、「
中
々
よ
く
沢
山
の
物
品
書
画
類
を
蒐
集
し
あ
り
。

池
田
校
長
や
池
田
記
者
、父
兄
會
側
の
盡
力
一
通
り
で
ハ
な
か
り
し
事
と
察
せ
ら
る
」

と
高
評
価
を
日
記
に
書
き
付
け
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
奥
田
啓
市
鹿
児
島
県
立
図

書
館
長
の
企
画
に
か
か
る
展
示
に
つ
い
て
は
奥
田
の
依
頼
に
応
じ
て
「
顔
真
卿
の
古

柏
行
と
王
陽
明
と
徐
浩
の
石
摺
三
種
」
を
貸
し
出
し
た
藤
次
郎
は
、
図
書
館
に
展
示

を
見
に
行
っ
た
が
、　　

貧
弱
極
ま
る
も
の
也
。
會
の
目
的
、
い
づ
れ
に
あ
る
や
不
可
解
な
り
。
館
長
單

獨
の
企
な
る
由
。
拓
本
と
し
て
の
價
値
あ
る
も
の
皆
無
と
云
ひ
て
よ
ろ
し
。
宋

拓
十
七
帖
と
の
新
聞
宣
傳
あ
り
し
も
、
現
代
の
複
寫
本
に
て
全
く
の
素
人
企
に

過
ず
。
失
望
せ
り
。

と
酷
評
を
書
き
付
け
て
い
る
。
文
学
者
と
の
交
流
や
子
供
向
け
お
話
の
会
な
ど
通
俗

教
育
に
熱
心
で
あ
っ
た
奥
田
と
の
間
に
距
離
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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こ
の
他
、鹿
児
島
高
等
農
林
学
校
の
運
動
会（
十
一
月
三
日
）や
蜜
柑
売
出
し（
十
一

月
二
十
九
日
）、
蔬
菜
デ
ー
（
十
二
月
十
二
日
）
な
ど
市
民
に
開
放
さ
れ
た
名
物
行

事
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

最
後
に
、
藤
次
郎
の
私
生
活
の
面
の
話
題
に
触
れ
て
お
く
。
九
月
下
旬
に
孫
娘
の

典の
り

子こ

が
赤
痢
に
罹
患
し
て
入
院
、
十
月
三
日
無
事
退
院
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
ま

た
、
十
月
十
九
日
に
は
、
次
女
淑
子
の
舅
で
あ
る
寺
師
慎
の
死
去
の
通
知
が
届
く
。

寺
師
慎
は
川
辺
郡
知
覧
の
開
業
医
で
、
医
学
を
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
に
学
ん
だ

人
物（
注
）、そ
の
子
の
見み

国く
に

（
淑
子
の
夫
）、三
千
夫
も
そ
れ
ぞ
れ
医
師
と
な
る
と
と
も
に
、

見
国
は
考
古
学
、
三
千
夫
は
民
俗
学
の
学
者
で
も
あ
っ
た
。

な
お
、
凡
例
に
つ
い
て
は
、
前
回
同
様
、
前
々
号
（
一
）
に
掲
載
し
た
も
の
を
参

照
い
た
だ
き
た
い
。

（
注
）

 

森
重
孝
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
リ
ス
の
門
下
生
た
ち
」（『
鹿
児
島
大
学
医
学
雑

誌
』
第
47
巻
補
冊
１　

平
成
七
年
八
月
）

（
付
記
）

 

本
翻
刻
は
、Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
１
６
Ｈ
０
３
４
７
５
）
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
鹿

児
島
県
の
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
践
と
展
開
」
の
成
果
の
一
部
で
あ

る
。
翻
刻
の
許
可
を
い
た
だ
い
た
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
に
感
謝
の
意
を
表

す
る
。
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九
月
一
日
（
火
曜
）　
﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
よ
り
玉
里
邸
書
籍
風
入
の
為
参
邸
す
。

　
　
九
月
二
日
（
水
曜
）

　
　
九
月
三
日
（
木
曜
）

　
　
九
月
四
日
（
金
曜
）

　
　
九
月
五
日
（
土
曜
）　
﹇
天
氣
﹈
晴

玉
里
参
邸
。

　
　
九
月
六
日
（
日
曜
）　
﹇
天
氣
﹈
晴

本
日
は
参
邸
休
む
。

　
　

九
月
七
日
（
月
曜
）　
﹇
天
氣
﹈
晴

玉
里
参
邸
、
例
の
如
し
。

小
松
文
雄
君
よ
り
印
文
斈
自
著
壱
冊
恵
贈
あ
り
た
り
。

　
　

九
月
八
日
（
火
曜
）　

　
　

九
月
九
日
（
水
曜
）

　
　

九
月
十
日
（
木
曜
）　
﹇
天
氣
﹈
晴
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一
五
七

玉
里
参
邸
如
例
。
淑
子
来
る
。
巌
一
人
と
子
守
を
連
れ
た
り
。
土
産
と
し
て
、父
母
、

姉
へ
反
物
一
反
つ
ゝ
、
兄
へ
靴
下
持
参
せ
り
。
一
泊
。
帰
途
、
中
江
國
年
の
母
堂
の

長
逝
を
、
兄
東
夫
ゟ
聞
け
り
。

　
　
九
月
十
一
日
（
金
曜
）　﹇
天
氣
﹈
晴

如
例
、
玉
里
参
邸
。
帰
り
が
け
、
中
江
氏
へ
悔
に
行
く
。

淑
子
等
、
昼
過
の
便
に
大
口
へ
帰
り
行
け
り
。

　
　
九
月
十
二
日
（
土
曜
）　
﹇
天
氣
﹈
雨

雨
天
に
付
、
玉
里
不
参
。

　
　
九
月
十
三
日
（
日
曜
）　﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
、
玉
里
参
邸
。

　
　
九
月
十
四
日
（
月
曜
）　﹇
天
氣
﹈
曇

如
例
、
玉
里
参
邸
。
午
後
、
中
江
醫
師
母
堂
の
告
別
式
参
拝
し
、
帰
宅
せ
り
。

　
　
九
月
十
五
日
（
火
曜
）　﹇
天
氣
﹈
晴　
　
﹇
受
信
﹈
よ
し
子

早
朝
、
女
中
を
伴
ひ
、
お
墓
参
り
。
夫
ゟ
町
へ
出
、
白
麹
、
か
ら
し
、
漬
物
等
買
ひ
、

電
車
に
て
女
中
は
帰
し
、
予
は
玉
里
参
邸
。

　
　
九
月
十
六
日
（
水
曜
）　
﹇
天
氣
﹈
晴

如
例
、
玉
里
参
邸
。

　
　
九
月
十
七
日
（
木
曜
）　
﹇
天
氣
﹈
晴

如
例
、
玉
里
参
邸
。

今
夜
、
祐
之
、
満
蒙
活
寫
見
物
に
行
く
。

　
　
九
月
十
八
日
（
金
曜
）　﹇
天
氣
﹈
晴
、
午
後
小
雨　
　
﹇
受
信
﹈
松
下
氏

玉
里
参
邸
、
如
例
。

有
馬
ち
よ
子
ど
の
来
。
玉
里
錫
山
勤
務
一
件
依
頼
之
由
な
り
。
中
江
氏
外
一
名
、
一

寸
弓
場
見
ニ
来
ら
れ
し
由
。

　
　
九
月
十
九
日
（
土
曜
）　
﹇
天
氣
﹈
晴　
　
﹇
豫
記
﹈
満
蒙
事
件
／
昨
夜
勃
發
／

ノ
由

参
邸
、
如
例
。

　
　
九
月
二
十
日
（
日
曜
）　﹇
天
氣
﹈
晴　
　
﹇
受
信
﹈
貞
子

今
日
、
日
曜
日
に
て
参
邸
休
む
。

午
後
、
中
間
勇
二
氏
来
訪
。

貞
子
ゟ
は
が
き
到
達
、
染
川
氏
次
女
病
死
、
明
廿
一
日
葬
式
の
し
ら
せ
あ
り
。

　
　
九
月
二
十
一
日
（
月
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
も
参
邸
せ
す
。
昼
食
早
仕
舞
に
て
、
染
川
氏
に
會
葬
。
夫
ゟ
折
田
一
郎
氏
告
別

式
に
参
拝
し
、
終
て
帰
宅
せ
り
。

　
　
九
月
二
十
二
日
（
火
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
玉
里
参
邸
、
如
例
。

今
夜
、
の
り
子
發
病
。
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九
月
二
十
三
日
（
水
曜
）﹇
天
氣
﹈
曇
、
雨

今
朝
、
祐
之
夫
婦
、
の
り
子
を
伴
ひ
、
佐
々
木
病
院
に
診
察
を
乞
ひ
し
に
、
疫
痢
の

疑
あ
り
、
縣
立
病
院
に
至
り
診
察
を
受
け
、
赤
痢
ら
敷
、
其
儘
入
院
。
祐
之
は
一
旦

帰
宅
、
道
具
類
持
参
之
由
。
予
は
如
例
参
邸
。
午
後
五
時
よ
り
、
前
鹿
児
島
市
長
上

野
篤
氏
の
五
周
年
追
悼
會
に
参
列
。
夜
入
過
帰
宅
し
、
入
院
等
の
消
息
を
聞
け
り
。

　
　
九
月
二
十
四
日
（
木
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴
雨
不
定　
　
﹇
豫
記
﹈
今
夜
帽
子
取
違
／

名
刺
入
捨
ら
れ

今
日
は
玉
里
不
参
。
午
前
九
時
比
打
立
、
南
洲
神
社
秋
季
大
祭
に
参
拝
。
つ
ゞ
き
て

三
時
よ
り
、
い
ろ
は
屋
に
於
け
る
丁
丑
役
記
念
會
に
出
席
、
七
時
比
帰
宅
せ
り
。
従

軍
者
廿
八
名
、
外
賛
同
者
共
七
十
余
名
。
新
任
旅
團
長
の
時
局
に
関
ス
ル
講
演
、
田

中
雄
蔵
氏
の
南
洲
先
生
に
関
ス
ル
談
話
あ
り
。
中
々
盛
會
な
り
き
。
出
が
け
病
院
見

舞
の
考
な
り
し
も
、
中
途
に
て
祐
之
の
病
院
よ
り
帰
る
に
行
逢
ひ
、
状
況
を
聞
き
、

先
づ
安
心
に
付
、
南
洲
神
社
よ
り
帰
り
が
け
病
院
を
訪
問
せ
し
に
、
病
人
は
眠
り
居

た
る
故
、
恭
子
の
み
に
あ
い
さ
つ
、
慰
労
の
言
葉
を
残
し
記
念
會
場
へ
向
へ
り
。

　
　
九
月
二
十
五
日
（
金
曜
）﹇
天
氣
﹈
風
雨

今
日
玉
里
参
邸
せ
ず
。
祐
之
帰
宅
遅
き
故
、
異
状
な
き
や
不
安
に
付
様
子
見
に
出
掛

る
為
、
戸
口
に
出
し
時
帰
り
来
り
、
先
づ
別
条
な
き
左
右
を
き
ゝ
中
止
せ
り
。

　
　
九
月
二
十
六
日
（
土
曜
）　

玉
里
参
邸
せ
ず
。
祐
吉
よ
り
廿
円
送
り
来
る
。

　
　
九
月
二
十
七
日
（
日
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴　
　
﹇
發
信
﹈
祐
吉
、
寺
師
、
／
加
治
木

今
朝
、
祐
之
、
子
供
を
連
れ
病
院
見
舞
、
南
洲
神
社
参
拝
の
上
、
鴨
池
へ
行
。
午
前

中
、
村
の
衛
生
検
査
員
、
突
然
来
り
、
發
病
者
の
事
を
聞
あ
り
た
る
旨
を
以
て
消
毒

を
為
す
。
日
中
の
炎
天
に
子
供
引
廻
り
は
懸
念
に
付
、
連
帰
り
の
為
、
鴨
池
に
至
り

し
も
見
出
さ
す
。
中
島
彦
太
郎
氏
宅
を
訪
ひ
、
暫
時
話
し
帰
る
。

　
　
九
月
二
十
八
日
（
月
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
久
し
振
、
玉
里
参
邸
、
例
よ
り
遅
く
帰
る
。

　
　
九
月
二
十
九
日
（
火
曜
）﹇
天
氣
﹈
雨
後
晴　
　
﹇
豫
記
﹈
書
道
全
集
／
第
廿
回

拂
込
。

十
一
時
前
出
か
け
、武
局
に
て
祐
吉
送
金
請
取
り
、半
分
預
ケ
入
、夫
ゟ
警
察
に
行
き
、

名
刺
捨
て
た
る
分
届
出
置
き
、
取
調
の
上
何
分
通
知
す
る
と
の
事
な
り
。
夫
ゟ
い
ろ

は
屋
に
行
、
帽
子
の
取
替
あ
り
し
や
尋
ね
た
る
も
未
だ
な
り
と
の
事
な
れ
は
、
多
分

地
方
出
の
人
な
ら
ん
、
裏
面
の
印
不
明
瞭
故
、
近
日
擴
大
鏡
持
参
し
詳
査
す
べ
し
と

て
引
と
る
。
晋
文
館
書
店
へ
日
本
画
集
成
六
回
、
七
回
以
下
注
文
す
。
一
時
比
帰
り

着
く
。

　
　
九
月
三
十
日
（
水
曜
）﹇
天
氣
﹈
曇　
﹇
寒
暖
﹈
朝
六
十
三
度
、
冷

玉
里
参
邸
。

　
　
十
月
一
日
（
木
曜
）﹇
天
氣
﹈
小
雨
、
曇

玉
里
不
参
。
午
後
、高
麗
町
平
原
長
正
君
の
葬
儀
に
参
り
、出
棺
見
送
り
、帰
宅
せ
り
。

　
　
十
月
二
日
（
金
曜
）﹇
天
氣
﹈
曇
、
小
雨
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一
五
九

今
日
は
玉
里
参
邸
。

　
　
十
月
三
日
（
土
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
典
子
退
院
、
帰
宅
せ
り
。

　
　
十
月
四
日
（
日
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
も
不
参
。

午
後
、
大
島
の
人
、
臺□
テ
ナ司

某
、
鹿
児
島
の
古
き
話
聞
に
来
り
、
夕
方
迄
五
時
間
位
談

話
し
て
帰
り
行
く
。

　
　
十
月
五
日
（
月
曜
）

玉
里
参
邸
、
如
例
。

　
　
十
月
六
日
（
火
曜
）﹇
天
氣
﹈
曇
後
晴

（【
消
し
ゴ
ム
で
抹
消
】
玉
里
参
邸
如
例
。
…
…
）

　
　
十
月
七
日
（
水
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

　
　
十
月
八
日
（
木
曜
）﹇
天
氣
﹈
曇
後
晴

今
日
玉
里
参
邸
、
如
例
。
夜
入
過
、
隣
家
の
川
野
老
殿
、
谷
口
哲
真
氏
を
伴
ひ
訪
問
。

谷
口
氏
は
宗
近
と
か
の
古
刀
持
参
、
鑒
定
を
乞
は
れ
し
も
、
刀
劔
に
關
す
る
智
識
皆

無
の
理
由
を
以
て
、
意
見
批
評
等
謝
絶
せ
り
。

　
　
十
月
九
日
（
金
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴　
　
﹇
受
信
﹈﹈
祐
吉
、
中
□
（
體
カ
）

會

今
日
、
如
例
、
玉
里
参
邸
。

　
　
十
月
十
日
（
土
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

如
例
、
玉
里
参
邸
。
午
後
五
時
よ
り
師
範
生
徒
の
故
黒
田
才
蔵
校
長
時
代
の
老
人
達

の
會
合
を
西
券
末
廣
に
開
く
と
の
通
知
あ
り
し
を
以
て
出
席
せ
り
。
會
費
二
円
、
外

に
黒
田
家
老
未
亡
人
の
慰
安
品
代
と
し
て
三
十
戔
ツ
ヽ
。
酒
不
足
ニ
付
、
寄
附
五
十

戔
を
投
す
。
會
す
る
も
の
三
拾
余
人
、
同
期
生
は
重
信
吉
十
郎
氏
一
人
。
二
期
の
有

村
貞
隆
、
其
他
は
在
校
中
の
相
識
に
あ
ら
ず
。
余
り
時
代
の
懸
隔
あ
り
て
左
程
興
味

を
感
せ
ず
。
會
名
を
従
来
あ
り
し
温
故
會
継
承
す
る
旨
に
て
、
年
々
秋
期
會
合
の
申

合
せ
あ
り
。
九
時
比
帰
宅
せ
り
。
午
後
、
川
村
純
二
氏
来
訪
の
由
。

今
夜
の
會
、
面
識
の
人
々
は
、
永
濱
伴
善
、
平
田
鉉
之
丞
、
岩
田
藤
之
丞
、
酒
匂
正

己
、
肝
付
勇
吉
、
柳
田
節
、
隈
元
満
彦
、
三
原
直
明
、
谷
口
仲
太
郎
、
石
神
今
太
等

の
諸
氏
な
り
き
。

　
　
十
月
十
一
日
（
日
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

終
日
在
宅
。
午
前
、
川
村
純
二
氏
来
訪
、
清
水
校
に
於
け
る
古
文
書
展
覧
會
に
出
品

の
件
に
付
相
談
あ
り
。
亀
井
と
蒲
生
の
書
丈
を
出
し
て
置
た
ら
よ
ろ
し
か
ら
ん
と
答

へ
置
け
り
。
同
人
も
九
月
ゟ
松
原
校
ヨ
リ
貰
は
れ
轉
任
せ
し
と
の
事
也
。

　
　
十
月
十
二
日
（
月
曜
）﹇
天
氣
﹈
曇
後
風
雨

今
日
は
玉
里
参
邸
、
如
例
。
四
時
半
退
出
。
雨
降
り
に
て
困
難
せ
り
。
栗
一
升
譲
受

け
帰
る
。
代
金
は
後
日
と
の
事
也
。
加
治
木
故
柚
木
慶
二
氏
未
亡
人
死
去
の
廣
告
、

新
聞
に
あ
り
た
る
を
以
て
、
祐
之
を
遣
は
し
、
香
奠
二
円
贈
呈
せ
り
。



丹
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謙
　
　
治

一
六
〇

　
　
十
月
十
三
日
（
火
曜
）　

　
　
十
月
十
四
日
（
水
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

玉
里
参
邸
、
如
例
。

　
　
十
月
十
五
日
（
木
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

　
　
十
月
十
六
日
（
金
曜
）﹇
天
氣
﹈
快
晴　
　
﹇
受
信
﹈
寺
師
氏
、
電
信

玉
里
参
邸
、
如
例
。
留
主
中
に
縣
廰
農
林
技
手
徳
重
直
衛
と
云
ふ
人
来
訪
あ
り
。
南

洲
、
甲
東
の
書
鑒
定
を
乞
ひ
、
預
け
あ
り
た
り
。
横
濱
某
氏
ゟ
鑒
定
を
求
め
て
同
氏

へ
送
り
来
り
し
も
の
ゝ
由
。
今
日
祐
之
等
、
大
口
行
の
準
備
の
為
め
、
町
へ
出
し
由
。

彦
太
郎
、
久
し
振
り
来
り
し
由
。

　
　
十
月
十
七
日
（
土
曜
）﹇
天
氣
﹈
快
晴　
　
﹇
受
信
﹈
春
子

今
朝
祐
之
等
一
行
六
人
、
大
口
の
淑
子
方
へ
行
く
。
今
日
は
休
日
な
れ
ど
も
、
天
氣

は
よ
し
、二
日
つ
ゞ
く
休
み
故
、玉
里
参
邸
、仕
事
如
例
。
三
時
少
し
前
、九
良
賀
野
、

濱
島
両
氏
と
共
に
清
水
小
学
校
の
郷
土
教
育
資
料
展
覧
會
観
覧
に
行
く
。
中
々
よ
く

沢
山
の
物
品
書
画
類
を
蒐
集
し
あ
り
。
池
田
校
長
や
池
田
記
者
、
父
兄
會
側
の
盡
力

一
通
り
で
は
な
か
り
し
事
と
察
せ
ら
る
。
五
時
半
帰
宅
せ
り
。
祐
之
一
行
は
、
午
後

十
時
前
帰
宅
せ
り
。

昨
日
預
け
置
か
れ
し
南
洲
、
甲
東
の
書
、
披
見
せ
し
に
、
共
に
真
筆
と
認
め
ら
れ
ず
、

名
刺
に
其
旨
し
た
ゝ
め
て
品
に
添
へ
置
く
。

　
　
十
月
十
八
日
（
日
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴
後
曇

今
日
は
日
曜
な
れ
ど
も
天
氣
よ
き
模
様
故
、
玉
里
へ
参
邸
。
四
時
過
退
出
せ
り
。
今

日
は
宇
知
瀬
様
（
鹿
児
島
神
社
）
濱
下
り
の
神
事
あ
り
た
り
。

　
　
十
月
十
九
日
（
月
曜
）　

玉
里
参
邸
、
如
例
。
留
主
中
に
大
口
寺
師
よ
し
子
ゟ
知
覧
の
舅
父
死
亡
の
通
知
、
知

覧
の
同
三
千
夫
氏
ゟ
も
同
断
電
報
あ
り
し
由
。
直
く
悔
電
報
出
し
た
り
と
の
事
。
今

夜
、
よ
し
子
、
子
供
二
人
と
姪
女
一
人
、
子
守
二
人
ヲ
連
れ
て
来
り
、
一
泊
。

　
　
十
月
二
十
日
（
火
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
早
朝
、
寺
師
氏
見
國
殿
、
大
口
ゟ
正
樹
殿
夫
婦
、
忠
雄
殿
は
福
岡
よ
り
西
駅
着
の

急
行
に
て
来
麑
、
淑
子
一
行
も
一
緒
に
出
迎
へ
、
駅
に
集
合
し
て
自
働
車
二
台
雇
ひ

入
れ
、
知
覧
の
郷
里
へ
向
け
出
發
あ
り
た
り
。
祐
之
と
拙
者
、
見
送
り
に
行
き
、
祐

之
は
帰
宅
。
予
は
玉
里
に
参
邸
、
東
郷
氏
も
参
邸
あ
り
。
今
日
は
御
邸
御
家
創
設
紀

念
日
之
由
に
て
、
御
神
酒
等
頂
く
。

　
　
十
月
二
十
一
日
（
水
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
朝
、
玉
里
参
邸
。
今
日
は
錫
山
鑛
開
掘
開
始
に
付
、
九
良
賀
野
、
濱
島
、
四
本
氏

三
人
と
も
同
山
へ
出
張
の
為
、
留
守
番
を
為
せ
り
。
幸
ひ
東
郷
氏
も
参
邸
あ
り
て
両

人
に
て
代
り
相
勤
め
た
り
。

　
　
十
月
二
十
二
日
（
木
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
も
玉
里
参
邸
。
本
夕
は
直
営
錫
山
起
業
式
も
昨
日
首
尾
能
挙
け
ら
れ
し
に
付
、

其
慰
労
か
た
〳
〵
祝
賀
の
意
を
表
せ
ら
れ
ん
が
為
め
、
酒
肴
を
賜
は
る
。
東
郷
重
毅
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一
六
一

氏
と
両
人
、
邸
員
三
人
と
、
五
人
に
て
頂
戴
。
夜
入
過
、
八
時
頃
退
出
。
自
動
車
に

て
九（

マ

マ

）

良
賀
氏
、
中
江
氏
へ
相
談
に
行
か
る
ゝ
に
便
乗
し
、
専
賣
所
角
に
て
下
車
し
帰

宅
せ
り
。

今
日
午
後
、
西
田
町
に
失
火
あ
り
。

　
　
十
月
二
十
三
日
（
金
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

早
朝
、
小
田
か
つ
子
、
沖
縄
ゟ
大
連
へ
の
帰
途
来
着
。
予
は
玉
里
参
邸
が
け
中
江
國

年
の
病
氣
見
舞
に
訪
問
せ
し
に
、
早
や
快
氣
し
床
上
げ
、
客
間
に
出
ら
れ
た
り
。
暫

時
雑
談
、
玉
里
へ
参
邸
す
。
中
途
、
総
て
徒
歩
に
て
乗
物
な
し
に
て
済
ま
す
。
十
一

時
比
着
せ
り
。
帰
宅
せ
し
に
、
今
朝
有
馬
勇
二
妻
君
み
よ
子
殿
死
亡
の
し
ら
せ
あ
り

た
り
と
の
事
、
凶
事
の
み
つ
ゞ
く
事
な
る
哉
。

　
　
十
月
二
十
四
日
（
土
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
は
有
馬
氏
葬
儀
の
為
め
、
午
前
ゟ
出
か
け
加
勢
。
告
別
式
後
、
墓
地
迄
送
り
か

ゑ
る
。
夜
入
過
な
り
。

　
　
十
月
二
十
五
日
（
日
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
は
玉
里
参
邸
。

　
　
十
月
二
十
六
日
（
月
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
も
玉
里
参
邸
。

名
刺
入
れ
遺
失
す
。
電
車
回
数
券
、
郵
便
切
手
。

　
　
十
月
二
十
七
日
（
火
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
は
玉
里
参
邸
。
倉
出
し
の
本
、
総
て
入
庫
。
一
旦
中
止
す
。
公
爵
帰
邸
の
為
め

な
り
。
帰
途
夕
刻
ゟ
有
馬
氏
五
十
日
祭
典
に
招
か
れ
行
く
。
九
時
頃
帰
宅
。

今
日
、
加
治
木
の
貞
子
、
優
子
、
對
馬
及
子
守
同
伴
来
り
泊
る
。

　
　
十
月
二
十
八
日
（
水
曜
）﹇
天
氣
﹈
曇

今
日
も
玉
里
参
邸
。
貞
子
、
今
夜
迄
は
滞
在
な
り
。

　
　
十
月
二
十
九
日
（
木
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
は
玉
里
不
参
。
貞
子
、
午
後
帰
柁
。

　
　
十
月
三
十
日
（
金
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴　
　
﹇
受
信
﹈
祐
吉
送
金

今
日
も
玉
里
不
参
。
今
日
、
秋
季
氏
神
祖
先
祭
執
行
。

　
　
十
月
三
十
一
日
（
土
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴　
　
﹇
豫
記
﹈
安
楽
散
□

1.10
／
ア
ト
フ
ア

ン
パ
ル
2

今
朝
、
武
局
ニ
て
祐
吉
送
金
弐
拾
円
う
け
と
り
、
内
よ
り
直
の
薬
二
種
弐
円
余
、
小

杉
迄
買
に
行
き
、
夫
ゟ
図
書
館
へ
立
寄
り
、
拓
本
展
ノ
件
問
合
せ
た
る
も
館
長
不
在
、

且
、
同
氏
一
個
の
企
な
る
由
に
て
、
館
員
諸
氏
も
全
く
存
ぜ
す
と
の
事
な
り
。

　
　
十
一
月
一
日
（
日
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
も
玉
里
不
参
。
朝
よ
り
客
来
に
て
終
日
応
對
に
暮
ら
ず
（
濁
マ
マ
）。

重
信
吉
十
郎
氏
、
午

前
に
来
り
、
山
之
内
種
秀
、
南
洲
書
持
参
。
唐
詩
な
り
。
相
違
な
し
。
大
島
出
身
の

文
藝
家
、
午
後
に
来
り
、
例
に
依
り
長
座
、
文
学
談
に
う
ん
ざ
り
さ
せ
ら
れ
、
や
う

や
く
帰
り
行
き
た
る
に
付
、
夕
食
央
ば
に
長
野
十
郎
氏
、
南
洲
の
書
持
参
、
故
井
上
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一
六
二

良
吉
君
所
持
の
も
の
ゝ
由
。
遺
物
と
認
む
れ
ど
も
、
至
極
不
出
来
の
も
の
、
印
も
相

違
な
け
れ
ど
、
狄
中
の
関
防
不
明
、
藤
隆
盛
の
大
印
な
り
。
正
確
な
り
。
夜
入
、
薄

暮
に
帰
り
行
か
る
。

　
　
十
一
月
二
日
（
月
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴　
　
﹇
發
信
﹈
祐
吉
へ　
﹇
受
信
﹈
則
江
の

写
真
と
ゝ
く

今
朝
、
下
女
召
連
れ
、
お
墓
参
り
を
為
す
。
夫
ゟ
中
江
醫
師
に
診
察
を
受
け
、
薬
貰

ひ
来
る
。
風
氣
分
に
て
不
快
故
な
り
。

今
夜
、
祐
之
、
マ
ラ
リ
ヤ
熱
発
生
し
、
苦
し
む
。
留
守
中
、
図
書
館
よ
り
電
話
二
度

来
り
し
由
。
拓
本
展
の
話
な
り
と
の
事
。

　
　
十
一
月
三
日
（
火
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴
後
曇

今
朝
来
、
不
氣
分
に
て
横
臥
。
今
日
は
田
上
小
学
の
運
動
會
に
て
、
祐
順
、
祐
信
両

人
早
朝
出
校
。
恭
子
は
両
女
児
を
伴
ひ
、
あ
と
よ
り
見
物
也
。

午
後
、
奥
田
図
書
館
長
来
訪
。
顔
真
卿
の
古
柏
行
と
王
陽
明
と
徐
浩
の
石
摺
三
種
を

借
用
し
帰
ら
る
。
今
日
は
例
の
高
農
の
運
動
會
な
り
。

　
　
十
一
月
四
日
（
水
曜
）﹇
天
氣
﹈
雨　
　
﹇
豫
記
﹈
家
屋
代
／
手
付
五
円
入
。

今
日
も
氣
分
悪
く
、
引
篭
り
。

　
　
十
一
月
五
日
（
木
曜
）　

午
前
、
中
江
氏
へ
薬
貰
ひ
に
行
く
。
二
回
分
、
七
拾
戔
拂
。
夫
ゟ
図
書
館
の
拓
本
展

覧
會
を
見
る
。
祐
之
も
来
合
は
せ
、
家
村
氏
も
来
ら
る
。
貧
弱
極
ま
る
も
の
也
。
會

の
目
的
、
い
づ
れ
に
あ
る
や
不
可
解
な
り
。
館
長
單
獨
の
企
な
る
由
。
拓
本
と
し
て

の
價
値
あ
る
も
の
皆
無
と
云
ひ
て
よ
ろ
し
。宋
拓
十
七
帖
と
の
新
聞
宣
傳
あ
り
し
も
、

現
代
の
複
寫
本
に
て
全
く
の
素
人
企
に
過
ず
。
失
望
せ
り
。

　
　
十
一
月
六
日
（
金
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴　
　
﹇
豫
記
﹈
午
後
六
時
／
忠
承
公
／
着
麑

今
日
も
終
日
引
篭
り
、
静
養
中
な
り
。

　
　
十
一
月
七
日
（
土
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

午
前
、
地
神
教
座
頭
来
る
。

薬
取
り
に
遣
す
。

　
　
十
一
月
八
日
（
日
曜
）　　
﹇
豫
記
﹈
閑
院
宮
様
御
来
麑
。

中
江
氏
へ
薬
貰
に
遣
す
。

　
　
十
一
月
九
日
（
月
曜
）

　
　
十
一
月
十
日
（
火
曜
）　　
﹇
豫
記
﹈
閑
院
宮
様
御
出
發
。

午
前
、
彦
太
郎
来
り
、
夜
八
時
迄
長
尻
。

　
　
十
一
月
十
一
日
（
水
曜
）

　
　
十
一
月
十
二
日
（
木
曜
）﹇
天
氣
﹈
曇

終
日
篭
居
、
静
養
。

萬
吉
と
徳
来
り
、
先
日
の
隠
居
代
十
円
丈
引
下
げ
呉
と
の
相
談
な
り
し
も
、
其
理
由

と
す
る
と
こ
ろ
、
移
轉
先
地
所
借
用
変
更
ノ
為
め
引
移
し
不
能
に
付
と
の
事
、
可
笑



資
料
紹
介
　『
昭
和
六
年
木
脇
藤
次
郎
日
記
』（
三
）

一
六
三

き
理
由
な
れ
ば
、
変
な
理
由
も
あ
る
も
の
だ
と
笑
ひ
、
能
く
〳
〵
考
へ
て
見
れ
と
申

て
帰
行
。

　
　
十
一
月
十
三
日
（
金
曜
）﹇
天
氣
﹈
曇
、
小
雨

昼
前
、
町
田
夫
人
梅
子
ど
の
妹
、
熊
野
よ
し
子
と
の
来
訪
。
土
産
物
、
菓
子
と
風
呂

敷
恵
與
あ
り
た
り
。
中
洲
小
学
校
の
運
動
會
あ
り
。
小
雨
時
々
あ
り
し
も
、
昼
後
ゟ

祐
之
夫
婦
、
両
女
児
を
伴
ひ
見
物
に
行
く
。
吉
太
来
る
。

　
　
十
一
月
十
四
日
（
土
曜
）﹇
天
氣
﹈
雨

終
日
在
宅
、
静
養
。

今
朝
、
玉
里
御
邸
よ
り
四
元
氏
御
使
と
し
て
、
書
き
物
等
あ
る
為
め
出
来
る
な
ら
参

邸
之
上
用
を
便
じ
呉
度
と
の
御
交
渉
う
け
し
も
、
病
症
餘
り
す
切
と
な
く
、
到
底
御

請
申
上
難
き
旨
申
述
べ
御
断
り
申
上
く
。
代
り
て
執
筆
し
て
呉
る
べ
き
人
の
心
當
り

も
尋
ら
れ
し
故
、
小
松
文
雄
君
か
濱
田
東
一
氏
か
ゞ
よ
ろ
し
く
は
あ
る
ま
い
か
と
、

一
寸
氏
名
と
所
在
地
を
も
書
記
し
て
御
使
へ
相
渡
す
。

　
　
十
一
月
十
五
日
（
日
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
は
縣
下
小
学
校
の
體
育
大
會
と
か
に
て
、
鴨
池
運
動
場
に
於
て
開
催
之
由
故
、

祐
之
等
お
墓
参
り
か
た
〴
〵
見
物
に
行
け
り
。

　
　
十
一
月
十
六
日
（
月
曜
）﹇
天
氣
﹈
曇　
　
﹇
豫
記
﹈
晴
衣
べ
／
春
子
安
産
／
男

子
出
生
と
の
／
電
報
あ
り
。

依
例
、
臥
床
、
日
を
暮
す
。

東
京
伊
十
院
氏
ゟ
、
昨
夜
男
子
生
れ
、
母
子
健
と
の
電
報
、
午
後
一
時
前
昼
食
央
ば

に
と
ゞ
く
。
午
後
、
東
京
へ
祝
電
を
發
す
。

　
　
十
一
月
十
七
日
（
火
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴　
　
﹇
發
信
﹈
伊
十
院
氏
／
兄
弟
及
加
治

木
、
／
大
口
へ

午
前
、
中
江
醫
師
へ
診
察
受
け
る
為
め
出
か
け
、
零
時
半
比
帰
宅
す
。

今
朝
よ
り
直
、
病
氣
發
す
。

武
局
に
て
書
道
全
集
代
振
替
送
金
す
。
伊
十
院
兼
清
氏
へ
男
児
出
生
の
祝
辞
及
兄
兼

明
殿
へ
春
子
分
娩
に
付
萬
事
よ
ろ
し
く
頼
む
旨
の
書
状
出
し
、
加
治
木
の
貞
子
と
大

口
の
淑
子
へ
春
子
安
産
の
し
ら
せ
の
は
書
出
す
。

無
盡
会
社
の
勧
誘
員
来
る
。

途
中
外
套
を
荷
馬
車
に
て
汚
さ
れ
た
る
に
付
、
西
田
橋
涯
の
洋
服
せ
ん
た
く
屋
へ
、

汚
落
し
方
頼
み
置
く
。
廿
日
に
出
来
上
り
、
三
十
戔
の
料
金
と
の
事
。

　
　
十
一
月
十
八
日
（
水
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴　
　
﹇
受
信
﹈
寺
師
正
樹
端
書
／
赴
任
ノ

報今
日
も
就
床
、
日
を
暮
ら
す
。
直
、
昨
夜
来
熱
氣
下
り
た
る
も
頭
痛
の
為
め
臥
床
。

　
　
十
一
月
十
九
日
（
木
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴　
　
﹇
豫
記
﹈
天
皇
陛
下
一
時
十
分
頃
／

御
通
過
、
午
後
／
五
時

今
日
、
祐
之
は
十
時
半
過
堵
列
拝
謁
の
為
め
、
伊
敷
練
兵
場
へ
参
向
、
祐
順
は
早
朝

ゟ
御
親
閲
を
受
く
る
為
め
、
田
上
の
青
訓
へ
少
年
赤
十
字
團
と
し
て
参
列
、
拝
観
。

恭
子
以
下
三
人
の
子
供
は
、
田
上
川
堤
へ
御
召
列
車
拝
迎
の
為
め
出
た
り
。
直
、
今

日
迄
も
臥
床
。



丹
　
　
羽
　
　
謙
　
　
治

一
六
四

　
　
十
一
月
二
十
日
（
金
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
は
や
ゝ
氣
分
よ
ろ
し
く
、
且
、
明
後
々
日
玉
里
公
爵
御
出
發
と
の
事
な
る
故
、

昼
間
浴
湯
を
用
意
し
、
沐
浴
を
済
ま
せ
、
早
速
床
に
就
き
静
養
し
、
明
日
か
み
つ
み
、

ひ
げ
そ
り
に
行
く
豫
定
。

　
　
十
一
月
二
十
一
日
（
土
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
は
天
氣
よ
ろ
し
き
故
、
髪
摘
鬚
剃
に
廣
馬
場
阿
多
床
屋
に
行
く
。
行
き
が
け
、

明
石
屋
に
、
明
朝
玉
里
邸
へ
か
る
か
ん
壱
箱
進
上
の
為
め
、
為
持
呉
度
頼
み
置
。
夫

ゟ
薬
貰
ひ
に
、
中
江
醫
院
へ
立
寄
り
し
に
、
今
夜
五
時
よ
り
例
に
依
り
酒
を
下
さ
る

事
に
な
り
て
居
る
か
ら
、
是
非
一
緒
に
上
れ
と
の
事
に
て
、
羽
織
袴
を
車
夫
に
宅
ま

で
取
に
遣
し
呉
ら
れ
し
に
付
、
参
邸
。
市
長
以
下
、
市
役
所
側
四
五
人
、
其
他
は
例

の
人
数
、
染
川
兄
弟
、
新
聞
記
者
等
に
て
、
遅
く
ま
で
飲
方
な
り
。
十
時
頃
自
働
車

に
て
送
り
帰
し
て
い
た
ゞ
く
。

　
　
十
一
月
二
十
二
日
（
日
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
、
町
田
大
将
を
訪
問
せ
し
に
、
腰
痛
に
て
養
生
の
為
、
市
来
湯
の
元
へ
一
週
間

位
の
予
定
に
て
湯
治
に
只
今
出
發
さ
れ
た
と
の
事
に
て
不
在
な
り
。
夫
ゟ
是
枝
氏
に

静
越
お
産
の
見
舞
ニ
行
く
。
夫
ゟ
土
岐
氏
へ
土
産
に
す
る
か
る
か
ん
ま
ん
ぢ
う
65
、

春
駒

1.00
の
二
菓
買
入
れ
、
玉
里
御
邸
に
昨
夜
の
御
禮
に
参
り
、
昼
食
の
饗
を
受
け
、

午
後
公
爵
と
對
話
、
緩
々
四
方
山
の
話
申
上
た
る
後
、
退
出
。
夫
ゟ
御
後
室
様
の
御

注
文
、
薩
摩
義
士
を
題
材
に
せ
る
岩
田
徳
義
氏
の
脚
本
を
、
古
本
屋
三
軒
に
て
先
日

頼
み
置
た
る
を
捜
し
に
行
し
も
、
未
だ
手
に
入
ら
ぬ
と
の
事
に
て
、
空
敷
帰
宅
せ
り
。

　
　
十
一
月
二
十
三
日
（
月
曜
）﹇
天
氣
﹈
雨

今
朝
十
時
四
十
五
分
鹿
駅
發
の
汽
車
に
て
、
玉
里
忠
承
公
御
夫
婦
御
出
發
に
付
、
御

見
送
り
の
為
出
か
け
し
に
、
風
つ
よ
く
雨
も
つ
け
随
分
閉
口
せ
り
。
御
發
車
後
、
早

速
帰
宅
せ
し
は
十
二
時
前
也
。
直
ち
に
臥
床
、
用
心
せ
り
。

　
　
十
一
月
二
十
四
日
（
火
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
は
多
少
氣
分
悪
敷
方
に
て
、
引
篭
り
静
養
。

　
　
十
一
月
二
十
五
日
（
水
曜
）　

　
　
十
一
月
二
十
六
日
（
木
曜
）　

　
　
十
一
月
二
十
七
日
（
金
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
朝
、
美
坐
滾
石
氏
帰
任
の
暇
乞
の
為
め
来
訪
。
十
一
時
の
出
發
に
付
、
祐
之
等
見

送
り
せ
り
。

　
　
十
一
月
二
十
八
日
（
土
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

　
【
消
し
ゴ
ム
で
抹
消
】

　
　
十
一
月
二
十
九
日
（
日
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

午
前
、
町
田
氏
を
訪
ひ
、
面
會
。
暫
時
に
し
て
西
駅
よ
り
電
車
に
て
玉
里
参
邸
。
午

前
十
一
時
頃
よ
り
五
時
半
頃
迄
、
九
良
賀
野
氏
の
留
守
番
な
り
。
棚
ケ
山
の
御
邸
の

紅
葉
観
覧
を
、
例
年
之
通
、
中
江
國
年
等
の
企
に
て
本
日
挙
行
、
準
備
の
為
め
同
所

へ
行
か
る
ゝ
為
の
お
留
守
番
な
り
。
三
時
前
、
九
良
賀
野
氏
同
道
、
草
牟
田
町
宮
里
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一
六
五

正
助
翁
夫
人
な
か
子
さ
ん
の
告
別
式
に
参
り
、
夫
ゟ
帰
宅
。

祐
之
等
、
高
等
農
林
蜜
柑
賣
出
し
に
行
き
、
沢（
マ
マ
）出
買
入
れ
帰
る
。

　
　
十
一
月
三
十
日
（
月
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴　
　
﹇
豫
記
﹈
書
道
全
集
廿
一
回
／
到
達

　
﹇
受
信
﹈
よ
し
子
、
石
井
氏
の
件

午
前
十
一
時
、
西
駅
發
車
の
汽
車
に
て
町
田
経
宇
氏
夫
婦
出
立
、
帰
京
に
付
、
見
送

り
の
為
、
駅
ま
で
見
送
り
せ
り
。
十
二
時
前
帰
宅
。

　
　
十
二
月
一
日
（
火
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

午
前
の
郵
便
ゟ
祐
吉
の
送
金
到
達
に
付
、
請
取
之
上
、
滑
川
小
杉
薬
店
に
至
り
、
安

楽
散
二
円
二
十
戔
の
分
買
ひ
、
夫
ゟ
歩
行
し
て
明
石
屋
に
か
る
か
ん
代
五
円
弐
拾
戔

拂
ら
ひ
、
夫
ゟ
農
工
銀
行
に
て
勧
債
利
子
二
円
五
戔
拂
出
し
頼
み
置
。
高
見
馬
場
交

叉
点
風
月
堂
に
て
、
か
す
て
ら
半
箱
一
円
十
戔
買
ひ
、
石
井
元
享
氏
の
病
氣
見
舞
を

為
し
て
、
夫
ゟ
二
本
松
馬
場
濱
本
清
太
郎
研
師
訪
問
、
不
在
な
り
。
忠
吉
の
刀
を
□
（
見
カ
）

暫
時
預
り
置
方
頼
み
、
他
縣
在
任
中
の
者
の
頼
み
な
る
故
、
一
応
研
く
か
否
や
問
合

せ
ノ
上
、
何
分
頼
む
旨
、
弟
子
へ
頼
み
置
き
帰
宅
せ
り
。

祐
之
へ
八
円
返
金
す
。

午
後
、
祐
之
等
墓
参
。

　
　
十
二
月
二
日
（
水
曜
）﹇
天
氣
﹈
曇　
﹇
寒
暖
﹈
寒
冷　
　
﹇
受
信
﹈
草
道
沢
子

殿
／
死
去
の
通
知
あ
り
。

今
朝
出
か
け
、
農
工
銀
行
に
立
寄
り
、
昨
日
頼
み
置
の
債
券
利
子
う
け
と
り
、
玉
里

参
邸
。
今
夜
、
御
邸
に
て
慰
労
宴
催
さ
る
筈
に
て
、
氣
分
よ
け
れ
ば
参
加
如
何
と
の

勧
誘
あ
り
し
も
辞
退
し
て
帰
宅
せ
り
。
本
日
、
呉
市
在
住
草
道
沢
子
と
の
死
去
し
ら

せ
あ
り
。
拙
者
従
姉
妹
の
内
、
只
一
人
残
り
居
り
し
近
親
な
り
し
が
、
之
に
て
皆
無

と
な
れ
り
。

直
へ
二
円
返
金
す
。

　
　
十
二
月
三
日
（
木
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴　
﹇
寒
暖
﹈
冷　
　
﹇
發
信
﹈
草
道
恒
次

今
朝
、
玉
里
参
邸
の
序
に
、
武
局
に
て
草
道
氏
へ
香
奠
二
円
、
小
為
替
書
留
に
て
送

り
、
吊
意
を
表
す
。

即
刻
退
出
、
帰
宅
せ
り
。

　
　
十
二
月
四
日
（
金
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴　
﹇
寒
暖
﹈
や
ゝ
暖　
　
﹇
豫
記
﹈
電
車
回

数
券
／
貮
円
二
綴

今
朝
、
玉
里
参
邸
。
東
郷
氏
来
り
合
せ
、
四
時
半
退
出
、
帰
宅
せ
り
。

　
　
十
二
月
五
日
（
土
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
は
玉
里
参
邸
、
如
例
。

　
　
十
二
月
六
日
（
日
曜
）﹇
天
氣
﹈
快
晴

今
朝
、
島
津
久
光
公
の
命
日
に
付
、
福
昌
寺
の
御
墓
参
拝
し
て
帰
る
。

湯
浴
す
。
彦
太
郎
、
午
後
来
り
、
夜
入
過
帰
り
去
る
。
今
日
よ
り
隠
居
家
取
毀
に
取

か
ゝ
る
。

　
　
十
二
月
七
日
（
月
曜
）﹇
天
氣
﹈
時
々
小
雨　
﹇
寒
暖
﹈
暖

玉
里
参
邸
、
如
例
。



丹
　
　
羽
　
　
謙
　
　
治

一
六
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十
二
月
八
日
（
火
曜
）﹇
天
氣
﹈
曇
後
小
雨　
﹇
受
信
﹈
草
道

玉
里
参
邸
、
如
例
。
川
村
氏
祐
三
来
り
し
由
、
八
朔
節
句
の
件
、
問
合
せ
あ
り
し
返

事
の
事
に
付
て
な
り
。
近
日
（
マ
マ
）

　
　
十
二
月
九
日
（
水
曜
）﹇
天
氣
﹈
雨
、
終
日　
　
﹇
發
信
﹈
い
十
院
兼
清
／
太
洋

社
（
は
）　
﹇
受
信
﹈
い
十
院
兼
清
／
土
岐
弘

終
日
在
宅
。
竹
ひ
し
や
く
二
つ
成
就
。

　
　
十
二
月
十
日
（
木
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

玉
里
参
邸
。
出
が
け
、
火
鉢
底
造
り
方
及
洋
傘
修
繕
頼
み
置
く
。

　
　
十
二
月
十
一
日
（
金
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴
後
曇

玉
里
参
邸
。
帰
り
に
洋
傘
修
繕
屋
に
立
寄
り
し
に
、
主
人
不
在
に
て
不
得
要
領
。
夫

ゟ
銭
力
屋
に
立
寄
り
て
ビ
ロ
樹
火
鉢
の
二
重
底
一
枚
造
り
貰
ひ
、
八
戔
拂
ひ
帰
る
。

今
朝
、
お
金
、
小
菊
の
根
越
し
三
種
持
来
る
。
十
戔
拂
ひ
、
畠
に
植
付
た
り
。

　
　
十
二
月
十
二
日
（
土
曜
）﹇
天
氣
﹈
雨
後
曇　

風

終
日
在
宅
。

午
後
、
高
農
第
二
回
蔬
菜
デ
ー
に
、
祐
之
等
一
同
行
く
。

土
岐
弘
殿
ゟ
贈
り
物
、
下
駄
と
日
本
手
拭
一
反
と
ゞ
く
。

　
　
十
二
月
十
三
日
（
日
曜
）﹇
天
氣
﹈
朝
来
雪
、
午
後
停
む　
﹇
寒
暖
﹈
寒
冷

終
日
雪
の
為
め
、
蟄
居
。

　
　
十
二
月
十
四
日
（
月
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

午
前
、
玉
里
参
邸
。　

公
爵
ゟ
進
上
物
に
對
す
る
答
禮
と
し
て
、
千
二
百
疋
下
さ
る

と
の
事
に
て
交
付
さ
る
。
午
後
三
時
よ
り
史
談
會
委
員
會
、
図
書
館
に
て
開
會
。
故

長
丸
男
其
他
の
祭
典
誌
印
刷
方
等
の
件
な
り
。
池
田
氏
よ
り
来
年
一
月
の
會
に
、
栗

原
柳
庵
先
生
の
話
を
講
演
し
て
呉
と
の
話
あ
り
。
確
た
る
返
事
は
差
扣
へ
た
り
。

　
　
十
二
月
十
五
日
（
火
曜
）﹇
天
氣
﹈
曇

午
前
、
酒
井
繁
一
郎
と
云
ふ
人
、
故
伊
十
院
彦
吉
氏
姉
君
肥
後
氏
未
亡
人
の
紹
介
に

て
、
南
洲
先
生
書
幅
持
参
、
鑒
定
を
乞
は
る
（
光
の
月
壱
箱
）。
絹
地
に
斈
文
無
主

等
痴
人
の
七
絶
な
り
。
明
治
五
六
年
以
後
が
洲
字
長
ク
引
て
鈎
あ
り
。
印
は
隆
永
の

分
に
て
筆
や
ゝ
小
な
り
し
趣
に
、
惑
ひ
た
る
も
相
當
の
出
来
也
。
十
一
時
過
迄
話
し

帰
去
ら
る
。
年
齢
も
四
十
前
後
、
他
國
の
人
な
ら
ん
、
言
葉
遣
ひ
に
分
れ
り
。
午
後
、

故
小
田
十
助
妻
君
と
三
男
（
十
才
）
と
末
女
（
七
ツ
）
と
を
伴
ひ
来
訪
。
か
す
て
ら

一
箱
、
鳳
梨
漬
二
罐
、
土
産
に
持
参
な
り
。
夕
食
を
饗
し
、
夜
入
過
迄
話
し
帰
ら
る
。

来
廿
四
日
出
立
と
の
事
な
り
。
白
尾
氏
奥
さ
ん
十
八
日
に
近
所
見
知
り
合
を
す
る
か

ら
来
て
呉
と
の
お
招
待
言
に
来
ら
る
。

　
　
十
二
月
十
六
日
（
水
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

午
前
、
玉
里
参
邸
、
五
時
過
帰
宅
。

中
江
醫
師
へ
、
か
す
て
ら
壱
箱
贈
呈
せ
り
。　

　
　
十
二
月
十
七
日
（
木
曜
）　

　
　
十
二
月
十
八
日
（
金
曜
）



資
料
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三
）

一
六
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十
二
月
十
九
日
（
土
曜
）﹇
天
氣
﹈
雨

　
　
十
二
月
二
十
日
（
日
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
、
玉
里
参
邸
。

　
　
十
二
月
二
十
一
日
（
月
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
も
玉
里
参
邸
。
書
籍
取
扱
、
一
先
つ
終
了
せ
り
。

今
期
分
扱
謝
金
と
し
て
、
金
五
拾
円
恵
與
あ
り
。

小
田
氏
十
助
未
亡
人
来
り
し
由
。

　
　
十
二
月
二
十
二
日
（
火
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
も
参
邸
、
調
査
済
の
書
籍
総
て
納
庫
済
ま
せ
た
り
。

午
後
、
一
四
七
銀
行
に
て
両
替
を
し
て
貰
ひ
、
床
屋
に
て
髪
摘
鬚
剃
り
、
夫
ゟ
明
石

屋
に
て
か
す
て
ら
一
箱
づ
ゝ
、
中
山
、
九
良
賀
野
両
氏
へ
贈
り
方
頼
み
、
又
か
る
か

ん
半
箱
、
明
朝
持
参
の
事
に
約
束
（
六
円
五
戔
拂
）、
夫
ゟ
神
宮
司
玉
子
店
に
て
車

海
老
五
聯
八
円
に
て
買
ひ
、
届
方
頼
み
置
、
千
石
馬
場
角
に
て
マ
ル
ボ
ロ
二
筒

1.00
、

あ
め
百
目
.30
買
ひ
帰
り
、
夜
食
後
六
時
頃
よ
り
出
か
け
、
武　

岩
崎
弥
八
郎
氏
宅
訪

問
。
小
田
氏
一
行
の
明
日
の
出
發
時
間
尋
し
に
、
夕
方
都
合
あ
り
て
廿
七
日
門
司
出

港
に
延
期
せ
よ
と
の
事
申
来
り
た
る
に
よ
り
、
廿
六
日
午
後
八
時
過
の
普
通
列
車
に

て
西
駅
出
發
の
筈
の
由
。
丸
ボ
ロ
と
、
外
に
モ
ス
リ
ン
風
呂
敷
、
箱
入
一
枚
、
贈
呈

せ
り
。
八
時
頃
、
帰
途
に
就
く
。

　
　
十
二
月
二
十
三
日
（
水
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

今
日
、
町
へ
出
。

隣
の
園
田
氏
甥
と
云
ふ
人
来
り
、
屋
敷
一
件
、
整
理
付
け
度
と
の
申
込
あ
り
。

地
面
實
測
圖
調
査
、
夫
に
よ
り
て
平
和
裏
に
解
決
の
道
を
講
す
べ
し
と
答
へ
た
り
。

　
　
十
二
月
二
十
四
日
（
木
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

終
日
、
障
子
張
り
手
傳
ひ
な
ど
に
て
日
を
暮
す
。

　
　
十
二
月
二
十
五
日
（
金
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴　
　
﹇
受
信
﹈
春
子

終
日
在
宅
、
手
紙
書
方
な
り
。

　
　
十
二
月
二
十
六
日
（
土
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴　
　
﹇
發
信
﹈
祐
吉
へ　
﹇
受
信
﹈
祐

吉
書
状

今
日
は
大
工
来
り
、
戸
棚
其
他
の
工
事
に
取
か
ゝ
る
。

　
　
十
二
月
二
十
七
日
（
日
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴
、
夜
雨
風　
　
﹇
受
信
﹈
祐
吉
為
替

今
日
朝
よ
り
出
か
け
、
重
信
吉
十
郎
氏
へ
書
籍
返
戻
の
為
め
、
上
荒
田
の
宅
訪
問
せ

し
も
、
毎
日
出
る
と
て
留
主
な
り
。
夫
ゟ
東
郷
重
毅
氏
を
訪
ひ
し
も
不
在
。
娘
殿
へ

薩
摩
義
士
を
（
二
冊
綴
）
返
戻
し
、
夫
ゟ
石
井
氏
の
病
を
訪
ひ
し
に
、
至
極
好
結
果

に
て
飛
出
し
て
来
ら
れ
る
位
な
り
。
安
心
し
て
山（
マ
マ
）形

に
至
り
、
帽
子
、
ゑ
り
巻
、
ふ

と
ん
地
な
ど
十
円
近
く
の
品
買
ひ
、
為
持
貰
ふ
事
に
し
、
濱
本
清
太
郎
刀
剣
研
師
に

至
り
、
川
村
氏
に
頼
み
置
し
忠
吉
の
刀
塗
研
丈
済
し
分
、
一
旦
う
け
と
り
四
円
拂
ひ

後
持
帰
る
。

九
良
賀
野
氏
ゟ
白
雪
二
瓶
歳
暮
と
し
て
呉
ら
る
。
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謙
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一
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十
二
月
二
十
八
日
（
月
曜
）﹇
天
氣
﹈
晴

終
日
在
宅
。
棚
等
の
改
修
工
事
終
了
に
付
、
書
籍
等
片
付
か
た
に
て
難
儀
せ
り
。
今

夜
、
小
田
十
助
未
亡
人
等
台
湾
に
帰
り
方
に
付
、
八
時
廿
六
分
西
駅
發
車
を
見
送
の

為
め
、
夕
食
後
出
か
け
、
發
車
後
大
口
へ
送
る
菓
子
買
ひ
帰
る
.65
。
別
に
弐
拾
戔
あ

め
代
、
提
灯
一
個
帰
途
買
ひ
来
る
。
10
戔
也
。

今
朝
、
枝
来
り
、
終
日
餅
つ
き
な
り
。

大
口
の
注
文
、
縫
紋
、
午
後
出
来
上
る
。
枝
、
取
に
行
く
。
八
十
戔
也
。

　
　
十
二
月
二
十
九
日
（
火
曜
）　

今
朝
ゟ
綾
子
不
快
。

中
山
多
計
士
殿
ゟ
大
鯛
一
尾
歳
暮
と
し
て
贈
與
。

　
　
十
二
月
三
十
日
（
水
曜
）　

　
　
十
二
月
三
十
一
日
（
木
曜
）

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
完
）




